の、 と ある 古い ビルディングの 屋上に 近いと ころに 

あって、 まるで 猫の目 玉の ように キラ キラ 光って いた _ 

まね ま 

もし 今 ここに、 羽根の 生えた 人間で もがあって、 物 

好きに もこの 窓のと ころまで 飛んで い つたと したら、 

ガラス のぞ 

そして その 光る 硝子 窓の なか をソ ッと視 いてみ たと し 

たら、 そこに 一 人の 少年が 寝床に 横 わった まま、 目 を 

パチパチ させて 起きて いるの を 発見す るだろう。 敬 二 

—— といった。 その 少年の 名前で ある。 

大 東京の 三百 万の 住民た ち は 今グゥ グゥ睡 つてい る 

きどう 

のに、 それに 大 東京の 建物 も 街路 も 電車の 軌道 も 黄色 

すず 力 

くな つた 鈴 懸けの 樹も睡 つてい るのに、 それな のに 敬 



すため の 力がなければ ならぬ。 その 力の 元は 何で あろ 

ク ゝ o 

う 力 

「はて、 何だろう？」 敬 二 は 窓越しに、 深夜の 地上 を 

見やった。 どの 建物の 屋根 も 壁 も 窓 も、 すっかり 熟睡 

している ように 見える。 怪しき 力の 元は、 どこに も 見 

当らない と 思った そのと き、 ふと 敬 一 一の 注意 を ひ 

くもの が …… 。 

ぼう 

「おや、 あれ は 何だろう」 それ は芒ッ と、 ほの 赤い 光 

であった。 二百 メ ー トル ほど 先の、 東京 ビルの 横腹 を 

一 面に 照らして いる 一 大火 光であった。 はじめは 火事 

だろうかと 思った。 火事なら たいへん だ。 火 は 一階 か 



動 車の タイヤぐ らいの 大きな 穴と なった。 しかし 何が 

穴 を 明けて いるの か 更に 見えない。 

怪奇 は、 まだ 続いた。 板塀の 穴が もう 大きく ならぬ 

と 思ったら、 こんど はまた 別の 大きな 音響が 聞え だし 

た。 力 チカ チカ チッ という 硬い もの を ぶっとばす 音 だ 

その 音 は、 ずっと 手近に 聞え る。 敬 二 は ハツと して、 

後 を ふりかえった。 

ところが どうであろう、 彼 はいと も 恐ろしき ことが 

すぐ 後に 始まって いるの を 知らなかった の だ。 敬 二の 

まっさお しりもち 

顔 は 真青に なった。 そして 思わず その 場に 尻餅 をつ い 

おどろ 

てし まった。 ああ 彼 は、 そこにい かに IK: くべき、 そし 



ねぼう しゅくちょく 

「やや ッ、 これ は …… 」 寝坊の 宿直が、 やっと 目 を 

さまして、 とびだし てきた。 彼 は あまりの ことに、 ま 

だ 夢で もみて いる 気で、 目 を こすって いた。 

警官が 龃 けつけ てきた。 

通りが かりの 酔っ払いが、 酔い もさめ きった 青い 顔 

ぼう ぜ 'V 

をして、 次第に 崩れ ゆく 東京 ビル を 呆然と 見守って い 

た。 警官に も、 何事が 起って いるの か、 ハツ キリし な 

かった が、 ただ ハツ キリして いるの は 見る見る うちに 

東京 ビルが 崩れて ゆく という 奇怪な 出来 ごとだった。 

火 災 報知 器が 鳴ら された。 ものすごい 物音に 起きて き 

た 野次馬の 一 人が、 気 をき かした つもりで、 その 釦を 



「そうで) /ざいます ネ」 と 水久保 係長 はしき りに 頭 を 

ひねって いたが、 急に 思いつい たという 風に 手 をう つ 

て 「そうだ。 これ は 一 つ Q 大学の 変り 者 博士と いわれ 

ている 蟹 寺 先生に 鑑定 をね が つ てみ て はどうで しょ 

う」 

「おお、 蟹 寺 博士 か。 なるほど、 そいつ はいい 思いつ 

ものし 

き だ。 先生 は 非常な 物識り だから、 きっと この 不思議 

をと いて 下さる だろう。 ではす ぐ 博士に 電話 を かけて 

おいで を 願おう」 

山ノ内 総監 も、 急に 元 気づいて、 水久保 係長の 言葉 

に 賛成した のだった。 



博士 は、 そういい すてて ス タコラ 帰って いった 



あ r^Ili 目 事 



敬 一 一 少年 は、 その 夜の 異変 を 思いだ して はゾッ とす 

るの だった。 

—— 空地の 草原 を 上へ おしあげて ム クム クと 現れた 

機械 水雷の ような 大怪 球！ しかも 一つなら ず 二つ も 

現れた。 それが ビビ —ン ビビ— ンと 互い に グルグ ル 廻 



「深夜の 怪奇！ 東京 ビルの 崩壊！ 解けない その 原 

因！」 という 標題が あるかと 思う と、 他の 新聞に はま 

さじ 

た、 「科学的 怪談！ 蟹 寺 博士 もつ いに 匙 を 投げる。 

人類 科学 力の 敗北！」 

などと、 大々 的な 文字が ならべて あった。 

敬 二 少年 は、 東京 ビルの 崩れた 前で その 新聞 を 一 つ 

の こらず 読み あさ つ た。 しかし その 新聞記事 のど Y 」 に 

も、 例の 二つの 大怪 球の こと は 出て いなかった。 敬 二 

少年 は 不思議で ならなかった。 なぜ あの こと を 書かな 

いのだろう か。 

「オイ 給仕、 この 騒ぎの なかで、 新聞なん か 読んで い 



「うん、 きっと 売って 見せる よ」 そういつ ている とき 

だった。 

「その 特 ダネ、 ヮタ クシ、 貫い ます。 お金、 たくさん 

あげます」 と、 突然 二人のう しろに 声が した。 

ハツと 敬 二と ドン 助が 顔 を あげてみ ると、 そこに は 

見慣れない 若い 西洋人の 女が 立って いた。 背 は それ ほ 

とびいろ ちぢ 

ど 高く はない が、 鳶色の 縮れた 毛髪 を もち、 顔 は 林檎 

か いはくし よ く 

のように 赤く、 そして 男が 着る ような 灰白色の バ— 

バリ. コ— トを 着て 頤を襟 深く 隠して いた。 そして 眼 

に は、 大きな 黒い 眼鏡 を かけ、 いままで 崩れた 土塊 を 

おこして いたらし く、 右手に は 長い 金属製の 尖り 杖 



を もっていた。 

「え ッ、 あなたが 買 うんです か」 

「買います。 これ だけお 金、 あげます。 では ヮタ クシ 

ほか 

買い ましたよ。 外の 人に 話す こと、 なりません。 きつ 

と 話す ことなりません」 

すばや にぎ 

そういって、 ドン 助の 手に 素早く 握らせた 紙幣 —— 

てのひら 

掌 を あける と、 十 円 札が 二 枚 入って いた。 

「ほほう、 二十 円 —— J 

「ドン 助さん。 これ 偽せ 札 じ やない のかい」 

ドン 助 は 偽せ 札と 聞いて、 天の 方に すかして みたが、 

やがて かぶり を ふって、 その 一枚 を 敬 二の 懐中に ねじ 



この 店 は、 敬 二が よく 使いに ゆく 店だった ので、 店で 

ベ んぎ 

もたい へん 便宜 を はかって くれて、 十 円の 損料 だけで 

よいと いう ことだった。 

そくしゃ 

敬 二 はすつ かり 嬉しくな つて、 速写 ケ— スに 入った 

ライカ を 首に かけて 離さなかった。 使いに ゆく とき も 

食事 を するとき も 寝る とき も、 彼 は カメラ を 首に かけ 

ていた。 カメラ を 離して いるの は、 お風呂に入る とき 

だけだった。 彼 はこの 一週間の うちに、 十 円 以上の 値 

打の あるな にか 素晴らしい 写真 をと りたい ものと、 そ 

れ をのみ 念じて いた。 

ドン 助 はどうした のか、 さっぱり 姿 を 見せなかった _ 



十 円 儲かった その 次の 日の 朝の ことだった。 配達 さ 

れた 朝刊 を 見て、 敬 二 は 目 を 丸く して 愕 いた。 

社会面の トップへ もって 来て、 三 段ぬ きの デカデ 力 

活字で 〇〇 獣の ことが でて いたので ある。 

—— ビル 崩壊の 謎 はこれ か？ 〇〇 獣 を 見た 東京 ビ 

ル 主任 永 田 純 助 氏 語る —— - 

という 標題で、 「私 は 昨夜 この 眼で 不思議な けだ も 

ゆきだるま 

の 〇〇 獣 を 見ました。 これ は 雪達磨 を 十 個 合わせた ぐ 

らいの 丸い 大きな 目 を もった 恐ろしい 怪物です。 そい 

つ は 空から フワ リ フワ リと 下りて 来て、 私 を 睨みつ け 

たのです。 私 は 日本 男子です から、 勇敢に も 〇〇 獣 を 



の 金切り声 とともに、 腕 をムズ とっか まれた。 

顔 を あげてみ ると、 それ は 十 円 紙幣 を くれた 鳶色の 

ちぢれ 毛の 外国 婦人だった。 やっぱり 大きい 黒眼鏡 を 

かけて、 白つ ぼい コ —， ^を ひきずる ようにき ていた。 

「この間 は、 どうも有難う」 と、 敬 二 はお 礼 をのべ た。 

「あなた、 ひどい 人あります ね。 なぜ 約束、 破り まし 

た」 

「え ッ、 約束なん て —— 」 

「破りました。 ニュ— スを 二十 円で、 ヮタ クシ 買い ま 

した。 外の 人に きっと 話す ことなりません、 約束し ま 

した。 ところが 今日の 新聞、 みな 〇〇 獣の こと 書いて 



こんで、 その代り ドン 助 は パネ 人形の ように 起き あ 

せま 

がった。 そこ は 狭い 狭い 箱の 中だった。 彼 はい やとい 

う ほど 頭 をぶ つ つけて、 とうとう 本当に 眼 を さました _ 

「やつ、 貴様 か。 貴様 はなん という ひどい —— 」 大口 

開いて つかみかかって くる ドン 助 を、 敬 二 は あわてて 

つきとばした。 ドン 助 は 赤ん坊の ように、 どたん と 倒 

れた。 

まやくち 

敬 二が 早口に、 あの 黒眼鏡の 口— ラが いま そこまで 

追つ かけて きている こと を 告げる と、 さすがの ドン 助 

もこれ が 大いに 効いた と 見え、 彼 はたち まち 頭 を かか 

えて 羊の ごとくお となし くな つ てし ま つ た。 



「へへ え、 支配人が 俺 をと つちめ ると いってた かい。 

そいつ は 困った な。 あいつ は 柔道 四 段の ゴロ ツキ あが 

り だから、 いま 見つかり や 肋骨の 一本 二 本 は 折られる 

と 覚悟し なきや ならない。 そいつ は 痛い し 」 と 腕 

を こまねいて、 

「どうも 弱った。 仕方がない。 夜になる まで ここに 隠 

れ ていよう」 ドン 助 は ごろり と 音 をた てて 横にな つ た _ 

すると 間もなく 平和な 鼾が 聞え てきた。 すつ か リアル 

コ— ルの擒 となった 彼の 身体 は、 まだまだ ねむり を 

とらなければ 足りな いのであった。 



を嚙 みあわせ たような 恰好の 運動になる ので あつ た。 

それ は 二つの 球が、 お 互いに 運動 をた すけあって、 い 

つまで もぐる ぐる 廻って いる ことになるので あった。 

〇〇 獣の おそろしい 力 も、 こうした 運動 を やって いる 

からこ そ、 起る のであった。 

今では 〇〇 獣の 姿が、 1 向 人々 の 眼に 見えない が、 

これ は 〇〇 獣が たいへん 速く 廻転して いるせ いで あつ 

た。 たとえば 非常に 速く 廻って いる 車が 見えない のと 

同じ わけであった。 敬 二 少年 は、 〇〇 獣が これから 廻 

ろうとし ていた その 最初から 見て いたのであった。 

「まったく 不思議な 〇〇 獣 だ」 と、 敬 二 は 自分で 撮つ 



へと 下へ 崩れお ちて くる。 そこ を カリカリ カリと 〇〇 

獣 は 喰いつ づけた のじ や。 ひょっとすると、 その ドン 

助と いうの は、 そのと きこの 〇〇 獣に 喰われて しまつ 

たか もしれ ない よ」 

「ええつ、 ドン 助が 〇〇 獣に 喰べ られ てし まいました 

ゝ I 

力」 

それ を 聞く と、 敬 二 は 頭が ぼ— つと してきた。 人 も 

あろうに、 ドン 助が 〇〇 獣に 喰われて しまう なんて、 

なんという ことだろう。 ドン 助 は 喰われて しまって、 

どうな つたであろう か。 

せんせい 

「博士、 〇〇 獣に 喰べ られ て、 どうな つち まったんで 



蟹 寺 博士 は、 地面に 図 を 描いて、 消防隊 長に 説明 を 

していた。 

「いいかね。 このと おり やってくれ たまえ」 

ま 

「ずいぶん 大きな 穴です ね。 も つ と 人数 を 増さ なきや 

駄目です」 

と、 隊長の 一 人が いった。 

「要る と 思う のなら、 すぐ 手配 をして 集めて きた まえ _ 

いけどり 

〇〇 獣の 生擒 がう まく ゆかなければ、 この 事件の 被害 

はます ます 大変な ことになるの だ。 井戸 掘 機械な りと 

なんなりと、 要る と 思う もの はすぐ 集めて きて、 早く 

このと おりの 穴 を 掘つ て くれた まえ」 



「そのと おり そのと おり」 

せんせい 

「博士、 穴の 中に 落つ こった だけで は 駄目 じゃあ リま 

せんか。 なぜって、 穴の 中で 〇〇 獣が 暴れれば、 穴が 

ますます 大きくな り、 やがて 東京 巿の 地底に 大穴が 出 

来る だけの ことじ やな いんです か」 

「うん、 まあ 見て いたまえ。 儂の 胸に はちゃん と生擒 

りの 手が 考えて ある」 蟹 寺 博士 は、 大いに 自信の ある 

顔つきであった。 

そのうちに 穴 は どんどん 掘リ さげられ ていった。 千 

五 百 人の 人が 働いて、 五十六の 大穴が 掘れた。 もうあ 

あ レー ン あ.？. s 

と は、 〇〇 獣が 外へ 出て きて、 陥 穴に おちる ばかりで 



今や ホテ ルの 南側の 窓 下が、 が りが り) J り) J りと 盛 

んに嚙 られて ゆき、 見る見る 大きな 穴が 明いて ゆく。 

「うわ— ッ、 あれが 〇〇 獣 だ」 

r 危 ぃぞ。 皆 下がれ 下がれ」 

見物人 は 顔色 を かえて、 後へ 尻込み をす るの だった。 

勇敢な の は、 蟹 寺 博士だった。 

博士 は その 前に、 前 かがみに なって、 じっと見 つめ 

ている。 

そのと き、 敬 二 少年 は ドン 助の 行方が 気になる ので、 

しきりに その あたり を 探し まわって たが、 何処 を 探し 

きばこ 

て みても いない。 博士 は ドン 助が 木函 ごと 〇〇 獣に 嚙 



「貴女 は 一 体 どういう 身分の 方なん です か」 

と、 敬 二 は 彼女に 聞きたい と 思って いた こと を 訊ね 

てみ た。 

「わたくし は メアリ—. クリスと いう 英国人です。 タ 

ィ ムスと いう 新聞社の 特派員です。 この 〇〇 獣の 事件 

なかなか 面白い、 わたくし、 本国へ 通信 を どんどん 送つ 

ています。 いや 本国 だけで はない、 世界中へ 送って い 

ます」 

「はは あ、 女流 新聞記者 なのです か」 

がてん 

敬 一 一は 始めて 合点が いったと いう 顔 をした。 



警備 の 隊員 も 見物人 も、 ざ わざ わと ざわめい たが、 

折角の 〇〇 獣 も、 セメントの 壁に 距 てられて 見えない 

のが 物足りな さそう であつ た。 

せんせ ハ まう 

「博士。 〇〇 獣 は セメントで 固めた まま 抛って 置く の 

です 力」 

「うん、 分って いるよ、 敬 二君。 こいつ は 用心 をして 

扱わない と、 飛んだ ことになるの だ。 まあ 儂の する こ 

と を 見て いるが よい」 

蟹 寺 博士 は、 セメント 詰めの 〇〇 獣 を トラックの 上 

に 積ませた。 そして その トラック は 騒ぎ を 後に、 東京 

1 つし ろ 

ホテルの 広場から 走り だした。 その後から は、 幾 十 



台の 自動車が ぞろぞろ とっき 従つ て ゆく。 

やがて この セメント 詰めの 〇〇 獣 は、 帝都 大学の 構 

内に 搬び こまれた。 

さしず 

蟹 寺 博士 は 先頭に 立って、 指図 をして いた。 まず X 

線 研究室の 扉が ひらかれ、 その 中に 〇〇 獣 を 閉じ こめ 

た セメント 柱が 搬び こまれた。 室内 は 直ちに 暗室に 

された。 ジ イジ ィと X 線が 器械から 放射され、 うつく 

しい 蛍光が 輝き だした。 

「ああ、 見える ぞ」 

博士 は 叫んだ。 蛍光板の 中に ぼんやりと 二つの 丸い 

球が 見え だした。 



鋸 引きの 音が、 ごり ごリ いっている 間に、 敬 二 は 博 

土の そばへ い つ て 声をかけた。 

せんせい 

「博士、 なぜ 〇〇 獣 を 別々 に 離して 置かない と危 いの 

です 力」 

「うん。 これ は 〇〇 獣の 運動ぶ リ から 推して、 そうい 

う 理屈に な るんだ よ。 つまり 〇〇 獣と いうの は 二つの 

ちょうど 

球が 互いに 相手の まわりに 廻って いるんだ。 丁度 二つ 

ゆび. T 

の 指環 を嚙 みあわし たような 恰好に 廻つ てい るんだ。 

こういう 風に 廻る と、 二つの 球 は 互いに 相手に 廻転 力 

を 与える ことになるから、 二つの 球 は いつまでも 廻つ 
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